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 Tae pyelography through percutaneous trocar nephrostomy in a patient  coniplained 
of dull pain in loins for about a few weeks revealed a left ureteral calculus and absence 
of  right kidney. 
   She had been operated for uterus bicornis, and no function of  right kidney due to 
the  ligature of ureter was suspected, but no right kidney was discovered at the time of 
ureterolithotomy and a congenital solitary kidney was suspected. 
   Congenital anomalies of urinary organ and genital organ are often combined and the 
incidence of congenital solitary kidney is about  0.1  %. 
   A congenital solitary kidney does not have such a reservecapacity and compensatory 
hyperplasia as single kidney has. This hypofunction stir up very high incidence of 
urinary calculus, pyonephrosis and renal tuberculosis. The removed large calculus from 
lower part of enlarged ureter was formed of uric  acid;  9  x 1.5  x1.5 cm size, 23 gm of 
weight.
吾汝は最近,原 因不明の腰部鈍痛を精査する















で,精 査診断の為,他 医より送院 された.腹痛,排尿
痛,」血尿,下 肢の浮腫等には気付かない.食 思,睡眠
共に不良.便 通は2日 に1回 である.
全身所見:体 格細小,栄 養不良,皮 膚貧血性,乾燥
す,黄 疸は認めない.脈 搏70,整,緊張良好.顔貌は
苦悶状で脱水状態を呈す.眼 結膜に貧血あ り,濃褐色


























能綾絶,而 も子 宮手 術時に 誤まって尿 管を全結紮 し
たものではあるまいかと疑 わ れ た ので,更 に尿管 カ
テP・テル法を実施した 所,矢 張 り右 尿管は約9cm
で それ 以上は なく,左尿管は6cm迄 カテーテルを
挿入し得るがそれ以上挿入不能である.そ こで単純撮
影を行った所,左 側 尿 管下部に巨大な結石影像を認
める(第1図)造 影剤 もそれ以上上行しない そこ
で左腎孟を穿刺し白濁せる尿を90cc吸引,20%ヨP
ドナトリウム25ccを注入して尿 管 と共 に 腎孟を造
影するに,之等は著しく拡大し造影剤は下降して骨盤
に到って結石像らしぎものに遮られている(第2図.)

























ので,尿 管に約4cmの 縦 切 開を加えて之を摘 出し
た.この部からネラトγカテーテルを挿入し腎臓側へ
約5cm挙 上して留置し,他 方は膀胱に至 らしめ,







色結晶状をなす 酸,ア ルカリに溶解せず,燃 焼する
尿酸塩である(第5図)
術隻経過・=1～2日は上下繭 カテーテルからの尿排
出を見たが,3～4日 以後,上 カテーテルか らの排尿
量減少し,全部下方のカテーテルより排尿するに至っ








時にうま く膿尿を発見 したもので,更 に種汝検









少縮 少する程度で,本例の如 く全 く痕跡すら認
めない様な事は実験的にも否定されている.・本
例は矢張 り右輸尿管下部を残した右腎尿管欠損
症 と考えられる.先 天 性 腎欠損の頻 度は概ね
0.1%と云われる.腎 はRererveKraftの大 き
な臓器で,後 天的に単腎となつた場合,代 償的
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